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Concept

人々の価値観や意識がめまぐるしく変化し，不確実性の時代と呼ばれる現代。コロナ禍によってビ
ジネスや日常生活の景色が一変する中で，経営や社会システムのレジリエンスを高めるために，デ
ジタルトランスフォーメーション（DX）による企業・社会の構造改革と新たな価値創造が求められ
ている。
株式会社野村総合研究所のシニアパートナーである青嶋稔氏は，企業経営コンサルティングの豊
富な実績を基に，産業界，特に製造業のDXによる構造改革の必要性を訴えるとともに，日本企業
におけるDX推進には課題があると指摘する。
DXによるビジネス変革，構造改革を成功させるために必要なものとは何か。「DX人財」をどう育成
していくべきか。デジタル技術の活用による新たな価値創造が期待される領域とは。青嶋氏と，
2020年に新設された日立のLumada Data Science Lab.を率いる影広達彦ラボラトリ長との対
談を通じて探っていく。

株式会社野村総合研究所
コンサルティング事業本部
シニアパートナー

青嶋 稔

社会におけるミスマッチの解消へ

昨年来のコロナ禍によって企業のデジタル化が進むと
ともに，デジタル庁の新設，脱炭素とデジタルを軸とし
た成長戦略など，政府によるDX（Digital Transformation）
の後押しも期待されています。青嶋さんは数多くの企業
のDXに携わっておられますが，社会全体や産業界でDX
が必要とされている背景について教えていただけますか。

青嶋　私は野村総合研究所のシニアパートナーとして，
DXコンサルティングを主に担当していますが，やはり
製造業の皆さんはDXに高い関心をお持ちです。
ではなぜDXが必要とされているのか。その背景をマ
クロな視点から見ると，社会のさまざまなミスマッチと
いう課題があると思います。例えばモビリティで言うと，

産業と社会を変革するAI＆デザイン思考
デジタル人財を育むLumada Data Science Lab.
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自家用車の使用率は日本ではたった4.2％，世界全体でも
1割以下にすぎません。つまり，多くの人がほとんど動
かさない車をアセットとして持っているのです。そうし
た動いていない車と，動きたい人をマッチングして車を
シェアすれば，アセットを有効活用できます。
エネルギー分野で言うと，脱炭素社会に向けて再生可
能エネルギーの比率を高めていくには，電力の需要と供
給のミスマッチを解消しなければなりません。デジタル
技術を活用すれば，きめ細かな需要予測，デマンドレス
ポンスによる最適な需給調整，送配電の効率化などが可
能になり，電力システム全体の変革につながると期待さ
れています。
さらに産業界全体で言うと，「人財」とジョブや成長機

会とのミスマッチが課題です。人財戦略やマネジメント
にデータを活用するHRTech（Human Resource×
Technology）のようなソリューション，スマートファク
トリー化による労働力不足の解消や技能継承の迅速化な
どが求められています。
これらの課題は従来からあったのですが，ここにきて
デジタル技術が一層発展したことにより，「解決に向けて
何かできるのではないか」という期待が高まってきたの
ではないでしょうか。
影広　同感です。私は現在，人工知能イノベーションセ
ンタと，2020年4月1日に発足したLumada Data Science 
Lab.のラボラトリ長を兼務しておりますが，入社以来
デジタルやAI（Artifi cial Intelligence）に関連する分野
の研究を続けてきました。ご存知のとおり日立にはさま
ざまな現場があり，研究開発グループではこれまでもデ
ジタル技術によって現場の課題を克服するための試行錯
誤をしてきました。そうしたことが最近になってDXと
呼ばれて注目されるようになり，正直なところ少し驚い
ています。ただ，それはご指摘いただいたように，社会
や産業界の課題意識，デマンドに対して，最新のデジタ
ル技術やデータサイエンスをどう生かせば価値を生み出
せるのかが，きちんと定義できるようになったためだと
言えるかもしれません。

画像解析技術を産業用途に応用

日立が取り組んできたDXの具体的な事例を紹介して
いただけますか。

影広　私はもともと画像処理や画像認識が専門なので，
その得意分野の例になってしまいますが，例えば株式会
社ダイセルとの協創では，画像処理システムを使って工
場における作業者の挙動，設備と材料の動きを解析し，
不具合を未然に防ぐソリューションを開発しました。
また，東急電鉄株式会社との協創では，駅の混雑状況
などを画像で配信する「駅視-vision（エキシビジョン）※）」
というサービスを開発しました。カメラで撮ったそのま
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『事業を創る。』，『「強くて小さい」グローバル本社のつくり方』など多数。 ※）駅視-visionは，東急電鉄株式会社の登録商標である。
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まの画像にはプライバシー上の問題があるため，人の部
分をアイコンに置き換えるという処理を行った映像を配
信することで，プライバシーと見やすさの双方に配慮し
ています。
その他の分野でも，お客さまの課題，お客さまにとっ
ての価値の創出を起点に考え，それに対してわれわれの
技術がどう生かせるかというアプローチで，協創による
DXに取り組んでいます。
青嶋　生産現場の人たちが持つ暗黙知のようなものを形
式知化するうえで，画像は非常に大きなポイントになり
ますよね。ダイセルの事例は産業界でも注目されていま
して，宣伝のようで恐縮ですが最新著の『リカーリング・
シフト』の中でも紹介させていただきました。
影広　ありがとうございます。カメラを使うと，作業者
に負担をかけることなく情報を取得できるため，センシ
ング技術の中でも導入しやすいことがこの技術の利点で
す。これまでは防犯・監視システム系への応用が多かっ
たものを，産業用途，特に技能伝承やエラー防止といっ
たところに応用できたのは，日立ならではと言えそうです。

モノからコトへ，日本の製造業の進化を

青嶋さんは最新著でリカーリングについて書かれてい

リカーリングモデルの類型

影広 達彦
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ラボラトリ長 兼 人工知能イノベーションセンタ センタ長

1994年日立製作所入社。University of Surrey 客員研究員，社会イ
ノベーション協創統括本部を経て2020年より現職。博士（工学）。筑
波大学大学院 グローバル教育院 エンパワーメント情報学 客員准教
授。画像認識，機械学習に関する多数の論文を手がけ，開発特許は
50を超える。2009年，「還流型ATM向け海外紙幣汎用識別方式の
開発と実用化」において，公益財団法人大河内記念会より大河内記
念技術賞を受賞。

モデル名 内容・提供価値 事例 価値の源泉

業界プラットフォーム型

成果報酬型

マネージドサービス型
（運用管理一括サービス）

IoT与信

定額モデル
（サブスクリプション）

複合機などの
インク定額パック

次世代
自動車ローン

複写機メーカーの
MPS

エネルギーマネジメント
成果報酬型モデル

スマート
コンストラクション

消耗品，保守，機器運用などを
定額で提供するモデル

IoTデータを活用し，
次世代型ローンを提供するモデル

機器の運用，管理を
一括で請け負うモデル

コスト削減，業務効率化など，
成功した場合に料金を徴収するモデル

機器にとどまらない顧客の業務を
支援するモデル
デジタル技術を使い，顧客の
ワークフロー全体のデジタル化を支援

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
価
値

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
価
値

注：略語説明　IoT（Internet of Things）， MPS（Managed Print Service）
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ますが，やはりビジネスモデルの潮流がそちらに向かっ
ているのでしょうか。

青嶋　そうですね。顧客とのつながりを深めるために，
リカーリングビジネスを検討されているケースが多いで
すね。
DXはさまざまな業種で推進すべきものですが，私が

特に期待しているのは，モノからコトへというビジネス
モデルの転換をはじめとする，日本の製造業の進化です。
とは言え，例えばそれまでコンプレッサーを販売してい
たけれど，これからは圧縮空気を売るのだと言っても，
なかなか簡単にはいかないものです。モノの品質や価値
で勝負してきた日本の製造業にとってコト（サービス）へ
の転換は容易ではなく，皆さん苦労されています。リカー
リングというのはある種の囲い込み戦略ですから，顧客
から絶対に必要なものだと思われないと，ウォンツでは
なくマストになれないと，継続が難しい。その壁をどう
突破するかが問われています。
影広　当社でも以前からリカーリングビジネスへの転換
に取り組んでいますが，やはり大切なのはお客さまの課
題を起点に考えることであり，そのためには顧客協創を
強化する必要があります。そこで2015年に，研究開発

グループの中に社会イノベーション協創統括本部を設置
しました。お客さまの課題の分析から，解決するための
ビジョンの共有，仮説構築，価値の検証までをデザイナー
と一緒に行う「NEXPERIENCE」という手法を軸として，
先ほどご紹介した事例のような新しいビジネスやサービ
スの創出にお客さまと一緒に取り組む部門です。私もそ
こに2年ほど所属していましたが，研究開発の中にその
ようなフロント部隊をつくることで，お客さまの課題と
日立のリソースを結びつけやすくなっていると感じます。
青嶋　赤坂の社会イノベーション協創センタや，国分寺
の「協創の森」には私もお邪魔したことがあります。技
術ありきで売り込もうとするのと，まずお客さまのビ
ジョンを引き出してから必要な技術を一緒に考えること
には大きな差がありますよね。顧客自身も気づかなかっ
たニーズを引き出せる可能性もあるわけで，顧客にとっ
てのウォンツで終わるかマストになれるかの違いはそこ
にあるのではないかと思います。
DXの普及・進展には，フロントで顧客のビジョンや
ニーズを引き出せる人をいかに増やすかが重要です。も
ちろんAI技術者やデータサイエンティストは必要です
が，まずはそうした人がいないと，いくら優秀なデータ
サイエンティストがいても宝の持ち腐れになってしまい

Lumada Data Science Lab.のミッション

2

オープンイノベーション

LDSL
トップデータサイエンティスト

高度なエンジニア
コンサルタント

先進の技術 OTの知見
業務ノウハウ

研究開発の事業化
人財交流・相互研鑽

事業部

相乗
効果

研究所

協創プロジェクト

パートナー企業

スタートアップ

大学

1
価値創造

サービス・技術・Lumada

3

人財強化

新たな発想の更新・蓄積 技術・価値の更新・蓄積 さらなる強化

注：略語説明　LDSL（Lumada Data Science Lab.）
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ます。「DX人財」ということを誤解している企業は意外
に多く，日立のように体系化された手法や組織を持って
いる企業は少ないのが実情です。

DXは目的ではなく手段である

影広　日立も道半ばですが，おっしゃるとおり，「ビジ
ネス力」と「データサイエンス力」，「エンジニア力」の三
つがそろわないと顧客協創のDXはうまくいかないとい
うことを，実際の事例を通して感じています。ただ，ビ
ジネス力を持っている人財は限られていますよね。
私がラボラトリ長を務めるLumada Data Science Lab.
は，データサイエンティストのトップ人財として，AI・
データアナリティクス分野の研究者，OT（Operational 
Technology）に精通したエンジニアやコンサルタントな
ど約100名を集めて協創の森に設立されました。先ほど
挙げていただいた赤坂の社会イノベーション協創センタ
も協創の森にオフィスを移転し，同じ建屋の中で仕事を
することで連携を深めています。フロント人財がお客さ
まの課題を発見してブレークダウンし，データサイエン
ティストが分析や仮説構築を行い，エンジニアが実装す
るという三位一体の体制を整えることで，Lumadaを活
用したデジタルソリューションを素早く，確実に提供し
ていきたいと考えています。
青嶋　協創の森を見学したときも感じましたが，あのよ
うなシンボリックな場をつくるということは，人財が育
つ場＝プロジェクトづくりという面でもプラスになりま

すね。
今の日本社会に足りないのは「デザイン思考」だと思
います。技術や現場の強みだけに依存していたのでは，
DX時代に生き残るのは難しいでしょう。まず社会や顧
客の課題を発見し，解決に必要なことを顧客と一緒に考
え，アジャイル方式で動くことが必要なのですが，日本
企業にはまだそのような仕事のやり方を経験している人
財が少ないのです。協創の森のような場とプロジェクト
を通じて，そうした人財の基盤をつくっていくことは重
要だと思います。
IMD（International Institute for Management 
Development：国際経営開発研究所）のマイケル・ウェ
イド教授は，日本におけるDXはそれ自体が目的化して
いると警鐘を鳴らしています。GoogleやAmazonのよう
な自社と比較対象にならない企業の取り組みをベンチ
マークしていることも多く，表層的な議論にとどまって
いると指摘していました。彼の言うとおり，DXは目的
ではなく手段であり，最初に「何を実現したいか」を明
確にしないと何事も実現できません。そうした意味でも，
日立の手法や体制は注目に値すると思います。

QoLや幸せを軸とした，
DXによるまちづくり

ここまで製造業の進化や人財に関して議論してきまし
たが，青嶋さんはDXの展開で今後どのようなことを
日立に期待されますか。

オープンな協創エコシステムの構築をめざす「協創の森」
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青嶋　一つはウィズコロナ時代のスマートシティです。
例えば先ほどの混雑状況可視化サービス，あるいは人流
解析技術などはソーシャルディスタンスの確保に活用で
きますよね。また，さらに先を見据えると，都市のレジ
リエンスを高めるためには，いわゆる「都市OS（Operating 
System）」のような都市のデータ活用プラットフォーム
も必要になり，日立が貢献できる領域は多いと思います。
影広　まちづくりは研究開発のテーマとしても大きく，
われわれも注力しています。これからは効率化や経済価
値という側面だけでなく，環境価値や社会価値，住む人・
利用する人のQoL（Quality of Life）向上や「幸せ」が大
切であると考え，それらを実現する都市のあり方などを
検討しています。
青嶋　QoL，健康，幸せなどはこれからの社会の重要な
キーワードですね。それらに関連するかもしれませんが，
今，サイバー空間ではAIによる予測やレコメンドが当
たり前になり，逆に思いがけない出会い，セレンディピ
ティがなくなりつつあります。本でも何でもそうですが，
過去データからのレコメンドにはない意外な発見が，楽
しさや成長につながると思うのです。リアルでもサイ
バーでも，ある種の「人間らしさ」の演出と言いますか，
本人が気づかなかった発見をもたらしてくれるような
AIの開発も，技術的なチャレンジとしては面白いので
はないでしょうか。
影広　おっしゃるとおりセレンディピティは大事です

ね。レコメンデーションも研究テーマの一つですが，統
計的な正しさと意外性は相反する要素ですから，そのバ
ランスがなかなか難しいのです。けれども，やりがいの
ある研究だと思います。

人財の流動化で社会全体に活力を

青嶋　あとは，最初に言った人財のマッチングですね。
社会全体の活力，成長力を高めるためにも人財の流動化
が重要です。まずは個々の企業内で人財を可視化し，流
動化していくこと，そして社会全体で必要な人財のスキ
ル定義の明確化とマッチングが実現していくと，流動性
が高まるはずです。日立グループではジョブ型雇用への
転換と流動化に取り組んでおられるそうですが，そのソ
リューション化にもぜひ取り組んでください。
さらに言えば，人の潜在的な能力を見つけ出したり，
ジョブに求められる要件を導き出したり，それらをマッ
チングしたりするAI，能力育成のヒントを出してくれる
AIなどが実現できると素晴らしいと思います。
影広　そうですね。技術的には能力の解析やマッチング
は可能なのですが，それ以前に，個人の属性データのよ
うなものを統一的に整備して一元管理できるようにする
ことが大きな課題となります。日立グループでも，ジョ
ブディスクリプション（職務の見える化）に取り組んで

 Lumada Data Science Lab.におけるワークショップの様子
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いるところなので，今後グループ内で運用しながら最適
なモデルをつくっていきたいと考えています。

そうした人財のマッチングをはじめ，AI技術の社会へ
の展開や適用では，倫理面の課題も指摘されていますが。

影広　日立は社会インフラを担う会社として，昨今言わ
れているAI倫理においても責任を持つ義務があると
思っています。AIの社会実装には，技術そのものへの
対応だけでなく，その技術が適用された社会システムや
サービスがどう扱われて，どのようにユーザーに影響す
るかを考えることが不可欠です。そのために精度やロバ
スト性を高めるとともに，透明性・説明性の保持，デー
タの管理など，「信頼されるAI」のための技術開発をさ
まざまな角度から進めています。

環境価値の向上へ
「産業シンバイオシス」にも期待

AI関連の研究開発で，特にフォーカスしているのはど
の領域でしょうか。

影広　長期的な視点で言うと，複数のAIの全体最適を
どう実現していくかが今後の課題になります。例えばス
マートシティなどが拡大していくとCPS（Cyber 
Physical System）も大規模化し，その中で複数のAIが
同時並行で動くようになるでしょう。それぞれのAIが
異なる解析結果を出した場合，全体としてどうまとめる
のかというポリシーやそれを実現する技術が必要になり
ます。
日立では画像，言語，ログデータなど，さまざまな個
別のAI技術を磨いていますから，それらを束ねてうまく

調整する技術，全体を最適化する技術についても
Lumadaの中で実現すべく，技術的な検討を進めていま
す。AIも含めたシステム全体の生態系としてのバランス
をとっていくことが，超スマート社会実現のポイントに
なると考えています。
青嶋　ITだけでなくさまざまな事業を手がける日立だ
からこその発想ですね。生態系と近い話で言うと，「産
業シンバイオシス」のようなテーマにも挑戦していただ
けたらと思います。シンバイオシスは共生という意味で
すが，デンマークをはじめ北欧では，企業活動で発生す
る廃棄物を「副産物」として考え，他社と交換して燃料
や原料などに活用する産業シンバイオシスが発達してい
ます。デジタル技術を活用すれば，「副産物」を可視化し
て活用する仕組みも構築しやすいと思いますし，そうし
た意味での生態系をつくることは，環境，脱炭素という
側面からも重要ではないかと思います。これは個人的な
思いなのですが，地域で副産物などのリソースを利用し
合う共生型社会，豊かな循環型社会が実現できることを
願っています。
影広　日立も環境価値は重視しており，再生可能エネル
ギーの使用量の可視化など，脱炭素社会の実現に貢献す
るデジタル技術の開発を進めていますけれど，おっしゃ
るような社会のあり方から変えていく取り組みも必要で
すね。
社会の変化が加速する中で，お客さまとの価値協創プ
ロセスもスピードアップが求められています。われわれ
研究開発グループでは，Lumada Data Science Lab.を起
点としたオープンイノベーションに力を入れ，アジャイ
ル型の研究開発の強化も図っていきたいと考えています
ので，引き続きアドバイスなど頂けると幸いです。本日
はありがとうございました。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


